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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。
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FabricPath 転送について

FabricPathを実行するには、シャーシに Fシリーズモジュールを取り付けている必要がありま
す。

（注）

FabricPath 転送の概要
FabricPathは、ループフリー環境用に STPを必要としないマルチパスレイヤ 2ドメインを提供し
ます。Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを使用することにより、レイ
ヤ 2パケットに複数のパスが提供されます。

それぞれの FabricPathインターフェイスは、FabricPathネットワーク内の他のノードへの複数のパ
ラレルパスを学習できます。STPを使用する必要がないので、すべてのパスをトラフィックの転
送に使用できます。デバイスは、フロー単位で最適なパスを割り当てます。

既知のユニキャストパケットのフローは、階層型 FabricPathの外側の宛先アドレス（ODA）およ
び外側の送信元アドレス（OSA）の値によって判別されます（FabricPathの階層型カプセル化の詳
細については、「FabricPathスイッチングの設定」を参照してください）。FabricPathレイヤ 2
IS-ISを使用してこれらのフローに関するフォワーディングパスを選択するために、IS-IS等コス
トマルチパス（ECMP）が使用されます。

マルチデスティネーショントラフィック（未知のユニキャスト、ブロードキャスト、およびマル

チキャスト）用に、FabricPathシステムは2つのパスまたはツリーを作成します。ブロードキャス
トおよび未知のユニキャストトラフィックは、これらのツリーのいずれかを通過します。ハッ

シュに基づいて 2つのツリー間でマルチキャストトラフィックが配布されます。システムは
FabricPathネットワーク内のマルチキャストトラフィックのロードバランスを行います（詳細に
ついては、「ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストパケットに関する

フォワーディングツリー」のセクションを参照してください）。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISでは、ツリーを定義します。最も大きいシステム IDがルートとそこから
のツリー用に選択されます。もう 1つのツリーも同様ですが、ルートの優先順位が異なります。
システムがルートスイッチを選択すると、それを第 1のツリーのルートとして、ツリーが作成さ
れます。その後、第 1のツリーのルートスイッチが（ここでもシステム IDに基づいて）第 2の
ツリーのルートを選択し、第 2のツリーはそのルートスイッチから派生しています。このすべて
の情報はレイヤ 2 IS-ISを使って FabricPathネットワークに通知されるので、ネットワーク内のす
べてのデバイスが同じ情報を所有します。

システムは、入口でパスを割り当て、そのパスを FabricPathヘッダーの FTag部分にコード化しま
す。システムは、ツリーごとに 1つの FTagを割り当てます。一度決定され、タグを付けられる
と、そのパケットは FabricPathネットワーク全体にわたり、同じツリーを使用します。FabricPath
ネットワーク内のすべてのノードが、この同一の情報に基づいてトラフィックを転送します。こ

れは、レイヤ 2 IS-ISの使用により、すべてのノードが同じ情報を所有するためです。
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FabricPathフレームには、マルチデスティネーションパケットに対するリバースパス転送（RPF）
メカニズムがあります。このメカニズムは、送信元スイッチに通じるインターフェイスにパケッ

トが着信していることを検証します。ツリーの一部でないインターフェイスからパケットを受信

した場合、RPFはそのパケットをドロップします。

FabricPathレイヤ 2 IS-ISプロトコルは、FabricPathネットワーク上にリンクステート情報をフラッ
ディングします。各デバイスは、FabricPathリンクごとに helloパケットを送信し、ネイバーを検
出します。ネイバーが検出されると、IS-IS隣接関係が作成されます。また、各デバイスは、既存
のすべての隣接関係を通じてリンクステートデータベースにアドバタイズメントとアップデート

を送信します。

FabricPath VLAN
クラシカルイーサネット（CE）ネットワークと連携するには、VLANをCEモードまたはFabricPath
（FP）モードに設定します。CE VLANは、CEホストから FabricPathインターフェイスにトラ
フィックを伝送し、FP VLANは、FabricPathトポロジ上でトラフィックを伝送します。レイヤ 2
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メッセージでトポロジの一部としてアドバタイ
ズされるのは、スイッチに設定されているアクティブな FP VLANだけです。

すべての FabricPathインターフェイスと FP VLANが、自動的にトポロジに割り当てられます。そ
のため、追加の設定は必要ありません。（FabricPathインターフェイスについては、第 3章
「FabricPathインターフェイスの設定」を参照してください）。すべての FP VLANと FabricPath
インターフェイスが同じトポロジに属しています。同じトポロジ内にある同じデバイスのすべて

のポートは、同じ仮想デバイスコンテキスト（VDC）にある必要があります。

図 1：FabricPath トポロジおよびクラシカルイーサネットホストの例

上の図は、クラシカルイーサネットスイッチおよび FP/CE VLANを含む、FabricPathトポロジの
サンプルを示しています。
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デバイスのデフォルトVLANモードは、CE VLANモードです。FabricPathインターフェイスは、
FP VLAN上でのみトラフィックを伝送します。CE VLANは、これらのインターフェイスでは機
能しません。Fシリーズモジュールの CEインターフェイスは、CE VLAN（ホストからのトラ
フィック）と FP VLANの両方のトラフィックを伝送します。

VLANモードの変更を有効にするには、VLANコンフィギュレーションモードを終了する必要が
あります。

VLANおよびインターフェイスを設定したら、それ以上の設定は不要です。システムは自動的
にパスを作成して割り当て、さらにロードバランシングを行います。

（注）

FabricPathは VLANごとにトポロジ計算を実行しないため、ベストプラクティスとしては、
FabricPathトポロジ内で一貫性のある VLAN設定を行うのが適切です。したがって、特定のトポ
ロジに属する特定の Cisco FabricPathスイッチで VLANが定義されていない場合、コントロール
プレーンはそれを認識せず、この特定のスイッチを介してこのVLANのトラフィックを転送しよ
うと試みる結果として、トラフィックがブラックホール状態になる可能性があります。Cisco
FabricPathでは、スイッチで定義された VLANに関するトラフィックだけをコアポートが転送す
ることに注意してください。必要なVLANがVLANデータベースに存在しないことが原因でトラ
フィックが失われた場合は、特にトラブルシューティングが困難です。

ECMP による既知のユニキャストパケットの転送
既知のユニキャストトラフィックについて、システムは FabricPathヘッダー内の ODAフィール
ドを使用してフローごとにユニキャストトラフィックを転送します。FabricPathがイネーブルに
なったシステムでは、入力スイッチですべてのカプセル化トラフィック用にスイッチ IDと ODA
が割り当てられます（FabricPathカプセル化の詳細については、「FabricPathスイッチングの設定」
を参照してください。）

システムが ODAを割り当てると、FabricPathデバイスは FabricPathレイヤ 2 IS-IS ECMPを使用し
て既知のユニキャストトラフィックを転送します。レイヤ 2 IS-ISを使用する FabricPathには、最
大 16個のアクティブなレイヤ 2パスが存在します。この機能により、すべての既知のユニキャス
トパケットに対し、レイヤ 2で最大 16通りの ECMPが提供されます。FabricPathで使用されるレ
イヤ 2 IS-ISメッセージは、ルーティングプロトコルおよびOverlay Transport Virtualization（OTV）
で使用されるレイヤ 3 IS-ISメッセージとは異なります。

FabricPathネットワーク内のデバイスは、IS-IS隣接関係を使用してトポロジ情報を交換し、既知
のユニキャストトラフィックフローのパスに沿ってトラフィックを転送します。FabricPathネッ
トワーク内の各ノードは、各トラフィックフローの FabricPathヘッダーを確認し、使用可能なネ
クストホップに基づき ECMPフォワーディングを選択します。
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ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストパ

ケットに関する転送ツリー

FabricPathによって、ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストパケット、
またはマルチデスティネーショントラフィックを伝送する新しいループフリーブロードキャスト

機能が導入されます。ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およびマルチキャストの各トラ

フィックフローに対して、システムで作成された複数のパスやツリーの中からフォワーディング

パスが選択されます。トポロジごとに、マルチデスティネーショントラフィックを転送するため

のツリーが 2つ作成されます。

FabricPathネットワークについては、FabricPathネットワークを介してブロードキャストトラフィッ
ク、未知のユニキャストトラフィック、およびマルチキャストトラフィックを伝送するブロード

キャストツリーが作成されます。また、第 2のツリーも作成され、すべてのマルチキャストトラ
フィックフローは、この 2つのツリーの間でフローごとにロードバランス処理されます。各ツ
リーは、FabricPathネットワーク内で固有の値、または FTagによって識別されます。FabricPath
ネットワーク内では、システムによってブロードキャストツリーのルートになるルートノードが

選択されます。そのノードは、第2のマルチデスティネーションツリーのルートとなる別のブリッ
ジも確認します。このツリーではマルチキャストトラフィックのロードバランスが行われます。

FTagは、ODAおよび OSAとともに、FabricPathカプセル化の一部として入力スイッチで割り当
てられます。マルチデスティネーショントラフィックフローが FabricPathネットワーク内のどの
ループフリーツリーを通過するかは、FTagによって決まります。システムは、フローごとにツ
リーを割り当てます。

次の図は、これらのツリーを示しています。

図 2：特定のフローに関するマルチデスティネーション FabricPath フローを転送するためのツリー

FabricPathネットワーク内の各ノードは、所定の FTagに対応するフォワーディングツリーの同一
ビューを共有します。

マルチキャストパケットの転送

FabricPathおよび Fシリーズモジュールを使用して、レイヤ 2マルチキャストマルチパスを設定
できます。マルチキャストトラフィックを確実にロードバランスするために、FabricPathはハッ
シュベースのシステムを使用して、各マルチキャストフローを 2つの指定したツリーのいずれか
に割り当てます。
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システムは FabricPathレイヤ 2 IS-ISとクラシカルイーサネット IGMPスヌーピングを使用して、
FabricPath/クラシカルイーサネットネットワークの境界でマルチキャストグループ情報を学習し
ます。また、Group Membership LSP（GM-LSP）と呼ばれる新しいレイヤ 2 IS-IS LSPを使用し、
FabricPathネットワークを介して情報を伝送します。GM-LSPは、マルチキャストグループ/送信
元のメンバーシップ情報を伝送します。この情報は、FabricPathネットワーク上で伝送されます。
すべての FabricPathスイッチは、マルチキャストルーティング情報を保持し、マルチキャスト
データパケットを関連する受信者が存在するスイッチだけに転送します。各 FabricPathトポロジ
内の各ノードは同じビューを共有し、まったく同じ情報を所有します。

マルチキャストトラフィックは、VLAN単位の送信元、マルチキャストグループ、およびフロー
情報を使用して、トラフィックを2つのツリーのいずれか一方に割り当てます。このシステムは、
グループ IPアドレスに基づいてマルチキャストを抑制します。

IGMPスヌーピングと FabricPath IS-ISの連動により、GM-LSPを使用して、FabricPathネットワー
ク上にVLAN単位のマルチキャストグループに基づいたツリーが作成されます。エッジインター
フェイスの IGMPスヌーピングは、受信者とルータについて学習し、エッジポートのマルチキャ
ストステートを作成します。FabricPathレイヤ 2 IS-ISは、GM LSPを使用して、添付されたこの
グループ情報を FabricPathネットワークに伝播し、FabricPathネットワーク内のステートを作成し
ます。マルチキャストグループが存在する FabricPathネットワークのエッジにあるデバイスは、
GM-LSPを発信します。

Ciscoリリース5.2(1)以降、デバイスが複数のマルチキャストグループをすばやく処理できるよう
に支援する設定を追加できます。詳細については、「FabricPath拡張マルチキャストスケーラビ
リティの設定（任意）」のセクションを参照してください。

レイヤ 2マルチキャストトラフィックに関しては、FabricPathの使用時に PIMを実行する必要は
ありません。

レイヤ 3マルチキャストパケットに関して、システムは、そのグループのすべての IPルータを識
別する特別なマルチキャストグループに ODAを設定し、そのグループ用のツリーに沿ってトラ
フィックを転送します。

ハイアベイラビリティ

FabricPathトポロジでは、ISSUを介して設定が保持されます。

高可用性の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSHighAvailability andRedundancyGuide』
を参照してください。

仮想デバイスコンテキスト

スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に FabricPathフィーチャセットをインストールする
必要があります。FabricPathフィーチャセットのインストールについては、『Configuring Feature
Set for FabricPath』を参照してください。

Fシリーズモジュールには複数の転送エンジン（FE）があるため、以下の表に示すポートペアと
ポートセットが同じ VDCに存在する必要があります。
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表 1：F シリーズモジュールのポートペアとポートセット

F2 モジュールのポートセットF1 モジュールのポートペア

ポート 1、2、3、4ポート 1とポート 2

ポート 5、6、7、8ポート 3とポート 4

ポート 9、10、11、12ポート 5とポート 6

ポート 13、14、15、16ポート 7とポート 8

ポート 17、18、19、20ポート 9とポート 10

ポート 21、22、23、24ポート 11とポート 12

ポート 25、26、27、28ポート 13とポート 14

ポート 29、30、31、32ポート 15とポート 16

ポート 33、34、35、36ポート 17とポート 18

ポート 37、38、39、40ポート 19とポート 20

ポート 41、42、43、44ポート 21とポート 22

ポート 45、46、47、48ポート 23とポート 24

ポート 25とポート 26

ポート 27とポート 28

ポート 29とポート 30

ポート 31とポート 32

VDCの詳細については、『Virtual Device Context Configuration Guide, Cisco DCNM for LAN』を参照
してください。

ポートチャネルを使ったロードバランシング

Cisco NX-OSソフトウェアは、ポートチャネルにおけるすべての動作インターフェイス間のトラ
フィックをロードバランシングします。その際、フレーム内のアドレスをハッシュして、チャネ

ル内の 1つのリンクを選択する数値にします。ポートチャネルはデフォルトでロードバランシン
グを備えています。ポートチャネルロードバランシングでは、MACアドレス、IPアドレス、ま
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たはレイヤ4ポート番号を使ってリンクを選択します。ポートチャネルロードバランシングは、
送信元または宛先アドレスおよびポートの両方またはどちらか一方を使用します。

ロードバランシングの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration
Guide』を参照してください。

FabricPath でのユニキャストスタティックルート
FabricPathはレイヤ 2 Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）をリンクステートプロト
コルとして使用してユニキャストトポロジを計算します。ネットワークの動作を予測可能にする

ために、転送テーブル内でユニキャストスタティックルートを設定できます。

FabricPath のライセンス要件
FabricPathには、拡張レイヤ 2パッケージのライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参
照してください。

FabricPath の前提条件
FabricPathフォワーディングには、次の前提条件があります。

•クラシカルイーサネットのレイヤ 2機能の使用経験がある。

•スイッチで FabricPathをイネーブルにする前に、FabricPathフィーチャセットをデフォルト
およびデフォルト以外のVDCにインストールしている。FabricPathフィーチャセットのイン
ストールとイネーブル化の詳細については、『Configuring Feature Set for FabricPath』を参照
してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

•デバイスにログインしている。

•拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

•現在の仮想デバイスコンテキスト（VDC）が正しい。VDCは、一連のシステムリソースを
論理的に表現する用語です。switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

• Fシリーズモジュールで作業している。
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FabricPath フォワーディングに関する注意事項と制限事
項

FabricPathスイッチングには、設定に関して次の注意事項および制限事項があります。

• FabricPathインターフェイスは、FabricPathでカプセル化されたトラフィックだけを伝送しま
す。

•コマンドを表示したり、コマンドにアクセスしたりするには、各デバイスで FabricPathをイ
ネーブルにします。各デバイスで FabricPathをイネーブルにするには、feature-set fabricpath
コマンドを入力します。FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細
については、『Configuring Feature-Set for FabricPath』を参照してください。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
FabricPathフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザがリロードされるこ
とがあります。

• STPは、FabricPathネットワーク内では動作しません。

• Fシリーズモジュールは、複数の SPAN宛先ポートや仮想 SPANをサポートしません。Fシ
リーズモジュールのポートが VDC内にあり、その VDCに複数の SPAN宛先ポートが存在
する場合、その SPANセッションは機能しません。

• FabricPathの実行中は、プライベート VLAN設定に次の注意事項が適用されます。

◦プライベート VLAN内のすべての VLANは同じ VLANモード（CEまたは FabricPath）
である必要があります。タイプの異なる VLANをプライベート VLANに追加しようと
しても、それらの VLANはプライベート VLANでアクティブになりません。その設定
はシステムに記憶されるので、後で VLANモードを変更したときに、その VLANは指
定のプライベート VLANでアクティブになります。

◦ FabricPathポートは、プライベート VLANに追加できません。

•システムは、階層型のスタティックMACアドレスをサポートしません。

• 32ポート 1/10ギガビットイーサネット F1シリーズモジュールのASICには制限事項がある
ため、FabricPathVLANモードでは、最初のポートが FabricPathエッジポートとして、2番目
のポートが FabricPathコアポートとしてそれぞれ設定されている場合、両方のポートを介し
てそのモジュールから出て行くパケットは間違った外部送信元アドレス（OSA）になりま
す。この問題を回避するには、最初のポートを FabricPathコアポートとして、2番目のポー
トを FabricPathエッジポートとして設定します。

• CiscoNX-OSリリース 6.2(2)以降、FabricPathではユニキャストスタティックルートがサポー
トされます。マルチキャストスタティックルートはサポートされません。

• Fシリーズモジュールでは、VLAN内にポートを持つすべての転送エンジン（FE）にユーザ
設定のスタティックMACアドレスがプログラムされます。
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• VLANモードを有効にするには、モードを設定した後でVLANコンフィギュレーションモー
ドを終了する必要があります。

•受信者が存在しないグループに送られるマルチキャストトラフィックは、VLANに関する
ルータポートの最適マルチキャストフラッディング（OMF）エントリに限定されない可能
性があります。OMFエントリはVLAN単位ではなくVDC単位でメンテナンスされます。つ
まり、複数のポートが OMFエントリのメンバーである場合、FTagを転送するポートはマル
チキャストトラフィックも転送します。

◦ OMFエントリでの転送を行うすべてのポートを表示するには、show fabricpath mroute
vdc-omfの FabricPath mroute omfコマンドを使用します。

◦各 FTagごとに解決済み OMFエントリをすべて表示するには、show fabricpath mroute
omf resolved ftag [ftag]コマンドを使用します。

• VPLSインフラストラクチャでの FabricPath VLANの拡張はサポートされません。VPLSで拡
張できるのは標準のイーサネット VLANだけです。

FabricPath 転送のデフォルト設定
表 2：デフォルト FabricPath パラメータ

デフォルトパラメータ

0FabricPathトポロジ

CEVLANモード

FabricPath 転送の設定

次のコマンドを表示するには、Fシリーズモジュールおよびすべてのデバイスで FabricPathを
イネーブルにしておく必要があります。

（注）

FP VLANとして設定された VLANだけが、FabricPathトポロジに加わることができます。デフォ
ルトでは、すべての FabricPath VLANとインターフェイスが FabricPathトポロジ、FP topo 0に割
り当てられます。

デフォルトトポロジを使用している場合、必要な操作は、FabricPathネットワークを通過させる
VLANのモードを FP VLANに設定することだけです。

VLANモードとインターフェイスを指定すると、システムは自動的に複数のパスを作成するので、
FabricPathのこれらの側面を設定するだけで済みます
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FabricPathインターフェイスの詳細については、「FabricPathインターフェイスの設定」を参照し
てください。

FabricPathネットワークに参加させる各スイッチごとに、これらの設定を行う必要があります。（注）

VLAN モードの FP または CE 設定
Fシリーズモジュールでは、デフォルト VLANモードは CEです。

FPを使用してVLANモードを設定するには、あらかじめVLANを作成しておく必要がありま
す。

（注）

ネットワーク上で FabricPathトラフィックを伝送する VLANを指定するには、その VLANを FP
VLANとして設定します。デフォルトでは、すべての FP VLANおよび FabricPathインターフェイ
スがデフォルト FabricPathトポロジ（topo 0）に追加されます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

VLANが作成済みであることを確認します

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANコンフィギュレーションモードを開始し、
FabricPathトラフィックを伝送する VLANを識別し
ます。

(config)# vlanvlan-idステップ 2   

VLANを FP VLANとして設定します。デフォルト
の VLANモードは CEです。

switch(config-vlan)#mode
[ce | fabricpath]

ステップ 3   

FabricPathデバイスでは、VLANを CEま
たは FP VLANのいずれかにする必要があ
ります。

（注）

VLANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

switch(config-vlan)# exitステップ 4   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

すべての VLANと同様に、VLANモード
（CEまたは FP）を有効にするには、
VLANコンフィギュレーションモードを
終了する必要があります。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 5   

（任意）

FabricPathトポロジ内のすべての VLANに関する情
報を表示します。

switch# show fabricpath
topology vlans [active]

ステップ 6   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、VLANを FP VLANとして指定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan 1-10
switch(config-vlan)# mode fabricpath
switch(config-vlan)# exit
switch(config)# exit

FabricPath ユニキャストロードバランシングの設定（任意）
FabricPathネットワークは、複数のパスが使用可能である場合に、自動的にユニキャストトラ
フィックのロードバランスを行います。ただし、ユニキャストトラフィックに特定のロードバ

ランシングを設定することができます。デフォルトでは、すべてのオプションが使用されます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

F2リソースタイプを許可しない vDC内のFabricPath
ユニキャストトラフィックをロードバランシング

ステップ 2   • switch(config)# [no]
fabricpath load-balance

するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ{source | source-destination
リズムを設定するには、fabricpath load-balanceコ
マンドを使用します。

| xor | destination |
symmetric}

F2リソースタイプを許可する vDC内の FabricPath
ユニキャストトラフィックをロードバランシング

• switch(config)# [no]
port-channel load-balance
[algorithm [modulemodule]] するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ

リズムを設定するには、port-channel load-balance
コマンドを使用します。

FabricPathユニキャストトラフィックをロードバラ
ンシングするための回転傾斜、VLAN包含、レイヤ

switch(config)# [no] fabricpath
load-balance unicast [layer 3 |
layer4 |mixed]

ステップ 3   

3/レイヤ 4トラフィックパラメータの使用などのオ
プションを設定します。

[rotate-amountrot_amt]
[include-vlan]

デフォルトのユニキャストロードバラン

シングスキームに戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

この例は、F2リソースタイプを許可しないVDCに関する FabricPathユニキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath load-balance unicast layer3
switch(config)#

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathユニキャストロードバランシ
ングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、シャーシ内の入力モジュールのポートチャネルハッシュに関する宛先

MACベースの選択を可能にします。
（注）

switch# configure terminal
switch(config)# port-channel load-balance dst mac

switch(config)# show port-channel load-balance
Port Channel Load-Balancing Configuration:
System: dst mac
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Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: dst mac
IP: dst mac

FabricPathユニキャストトラフィック（ECMP選択）の場合：これらのコマンドには、レイヤ
3およびレイヤ 4パラメータの混合プリファレンス、14バイトのローテーション、ハッシュ計
算に含まれる VLAN、および F2 FabricPath対応 VDC内のすべてのモジュールに関する宛先
ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance unicast include-vlan
switch(config)# show fabricpath load-balance

ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 14 bytes
Use VLAN: TRUE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 3 bytes
Use VLAN: TRUE

この例は、F2VDCFabricPathユニキャストロードバランシングを設定する方法を示しています。

この例のコマンドは、入力モジュール 4のポートチャネルハッシュに関する送信元 IP-VLAN
およびMACベースの選択を可能にします。シャーシ内の他のすべてのモジュールは、宛先
MACベースの選択を保持します。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src ip-vlan module 4
switch(config)# show port-channel load-balance module 4

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 4: src ip-vlan
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src mac
IP: src ip-vlan

FabricPathユニキャストトラフィック（ECMP選択）の場合：これらのコマンドには、レイヤ
3およびレイヤ 4パラメータの混合プリファレンス、9バイトのローテーション、モジュール
4に関する送信元ベース選択のハッシュ計算で除外される VLAN、および F2 FabricPath対応
VDC内の他のモジュールに関する宛先ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance unicast mixed rotate-amount 0x9
switch(config)# show fabricpath load-balance

ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 9 bytes
Use VLAN: FALSE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 2 bytes
Use VLAN: FALSE

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathユニキャストロードバランシ
ングの設定方法を示しています。
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この例のコマンドは、入力モジュール 4のポートチャネルハッシュに関する送信元/宛先
IP-L4PORT-VLANおよびMACベースの選択を可能にします。シャーシ内の他のすべてのモ
ジュールは、宛先MACベースの選択を保持します。FabricPathユニキャストトラフィック
（ECMP選択）の場合：これらのコマンドには、レイヤ 3およびレイヤ 4パラメータの混合プ
リファレンス、9バイトのローテーション、モジュール 4に関する送信元ベース選択のハッ
シュ計算で除外される VLAN、モジュール 10に関する送信元/宛先ベースの選択、および F2
FabricPath対応 VDC内の他のモジュールに関する宛先ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src-dst ip-l4port-vlan module 10
switch(config)# show port-channel load-balance module 10

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 10: src-dst ip-l4port-vlan
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src-dst mac
IP: src-dst ip-l4port-vlan

FabricPath マルチキャストロードバランシングの設定（任意）
ネットワークは自動的にトラフィックのロードバランシングを行いますが、マルチキャストトラ

フィックに関する特定のロードバランシングを設定することもできます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

F2リソースタイプを許可しない vDC内の FabricPath
マルチキャストトラフィックをロードバランシング

ステップ 2   • switch(config)# [no]
fabricpath load-balance

するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ{source |
リズムを設定するには、fabricpath load-balanceコマ
ンドを使用します。

source-destination | xor |
destination | symmetric}

F2リソースタイプを許可する vDC内の FabricPath
マルチキャストトラフィックをロードバランシング

• switch(config)# [no]
port-channel load-balance
[algorithm
[modulemodule]]

するように source/destination/symmetric/src-dstアルゴ
リズムを設定するには、port-channel load-balanceコ
マンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

FabricPathマルチキャストトラフィックをロードバ
ランシングするための回転傾斜、VLAN包含、レイ

switch(config)# [no] fabricpath
load-balance multicast
[rotate-amountrot_amt]
[include-vlan]

ステップ 3   

ヤ 3/レイヤ 4トラフィックパラメータの使用などの
オプションを設定します。

デフォルトのユニキャストロードバラン

シングスキームに戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、FabricPathマルチキャストロードバランシングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath load-balance multicast include-vlan
switch(config)#

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathマルチキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、シャーシ内の入力モジュールのポートチャネルハッシュに関する宛先

MACベースの選択を可能にします。
（注）

switch# configure terminal
switch(config)# port-channel load-balance dst mac

switch(config)# show port-channel load-balance
Port Channel Load-Balancing Configuration:
System: dst mac
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: dst mac
IP: dst mac

FabricPathユニキャストトラフィック（フォワーディングツリー選択）の場合：これらのコマ
ンドには、3バイトのローテーション、およびハッシュ計算に含まれるVLANが組み込まれて
います。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance multicast rotate-amount 0x3 include-vlan
switch(config)# show fabricpath load-balance
ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 14 bytes
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Use VLAN: TRUE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 3 bytes
Use VLAN: TRUE

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathマルチキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、入力モジュール4のポートチャネルハッシュおよびFabricPathユニキャ
ストロードバランシングに関して、送信元 IP-VLANおよびMACベースの選択を可能にしま
す。シャーシ内の他のすべてのモジュールは、宛先MACベースの選択を保持します。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src ip-vlan module 4
switch(config)# show port-channel load-balance module 4

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 4: src ip-vlan
Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src mac
IP: src ip-vlan

FabricPathマルチキャストトラフィック（フォワーディングツリー選択）の場合：これらのコ
マンドには、2バイトのローテーション、モジュール 4に関する送信元ベース選択のハッシュ
計算で除外される VLAN、および F2 FabricPath対応 VDC内の他のモジュールに関する宛先
ベース選択が含まれています。

（注）

switch(config)# fabricpath load-balance multicast rotate-amount 0x2
switch(config)# show fabricpath load-balance

ECMP load-balancing configuration:
L3/L4 Preference: Mixed
Rotate amount: 9 bytes
Use VLAN: FALSE
Ftag load-balancing configuration:
Rotate amount: 2 bytes
Use VLAN: FALSE

この例は、F2リソースタイプを許可するVDCに関する FabricPathマルチキャストロードバラン
シングの設定方法を示しています。

この例のコマンドは、入力モジュール 10のポートチャネルハッシュに関する送信元/宛先
IP-L4PORT-VLAN、MACベースの選択、および入力モジュール 4のポートチャネルハッシュ
に関する送信元 IPVLANおよびMACベースの選択を可能にします。シャーシ内の他のすべて
のモジュールは、宛先MACベースの選択を保持します。FabricPathマルチキャストトラフィッ
ク（フォワーディングツリー選択）の場合、これらのコマンドには、2バイトのローテーショ
ン、モジュール4に関する送信元ベース選択のハッシュ計算で除外されるVLAN、モジュール
10に関する送信元/宛先ベースの選択、および F2 FabricPath対応 VDC内の他のモジュールに
関する宛先ベースの選択が含まれています。

（注）

switch(config)# port-channel load-balance src-dst ip-l4port-vlan module 10
switch(config)# show port-channel load-balance module 10

Port Channel Load-Balancing Configuration:
Module 10: src-dst ip-l4port-vlan
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Port Channel Load-Balancing Addresses Used Per-Protocol:
Non-IP: src-dst mac
IP: src-dst ip-l4port-vlan

FabricPath 拡張マルチキャストスケーラビリティの設定（任意）
Ciscoリリース 5.2(1)以降では、FabricPathマルチキャストスケーラビリティを拡張できます。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

FabricPathマルチキャストスケーラビリティを拡張
します。デフォルトでは、FTagルートを集約しま

switch(config)# fabricpath
multicast
aggregate-routes[excludeftag-id]

ステップ 2   

せん。除外対象となる特定のトラフィックに使わ

れているマルチキャスト FTagを見つけるには、
show fabricpath load-balance multicast ftag-selected
flow-type l3 dst-ip x.x.x.x src-ip x.x.x.x vlan vlan-id
module mod-numコマンドを入力します。

このコマンドの noバージョンには
exclude ftag引数が含まれません。

（注）

（任意）

ルートプログラミング用に、FTagに適用済みの設
定を表示します。

switch(config)# show l2multicast
ftagftag

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、拡張 FabricPathマルチキャストスケーラビリティを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath multicast aggregate-routes
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FabricPath ユニキャストスタティックルートの設定
FabricPath IS-ISなどのダイナミックプロトコルによって計算されるルートをオーバーライドする
よう、ユニキャストスタティックルートを設定できます。たとえば、より優れたロードバラン

シングを得るために特定のリンクを使って特定のデバイスにトラフィックをルーティングしたり、

ネットワーク内のファイアウォールを通るようトラフィックをルーティングしたりする必要が生

じることがあります。

はじめる前に

Fシリーズモジュールで作業していることを確認します。

拡張レイヤ 2ライセンスがインストールされていることを確認します。

FabricPath機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステップ 1   

（任意）

FabricPathトポロジコンフィギュレーションモード
（config-fp-topology）になります。

switch(config)#
fabricpath
topologytopology-number

ステップ 2   

（デフォルト以外の）特定の FabricPathトポロジ
に関するユニキャストスタティックルートを設定

するには、このコマンドを入力します。デフォル

トトポロジに関するユニキャストスタティック

ルートを設定する場合には、ステップ 2をとばし
てステップ 3に進みます。

（注）

ユニキャストスタティックルートを設定し、トラフィック

送信に使われるデバイスとインターフェイスを指定します。

[no] fabricpath route
switch-idswitch-id
nh_if_range

ステップ 3   

複数のイーサネットポートまたはポートチャネルからなる

範囲を入力できます。

指定したインターフェイスは、FabricPathフィーチャセット
がイネーブルになっているのと同じVDCに存在する必要が
あります。

次の 2つのモードでこのコマンドを実行できます。

•特定の FabricPathトポロジコンフィギュレーション
モード（config-fp-topology）。

•グローバルコンフィギュレーションモード。
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目的コマンドまたはアク

ション

スタティックルートを削除するには、スタティックルート

スイッチ IDを指定してこのコマンドの no形式を入力しま
す。インターフェイスとスタティックルートとのアソシエー

ションを削除するには、インターフェイス範囲を指定してこ

のコマンドの no形式を入力します。

最後のアソシエーションが削除されると、スタティックルー

トが削除されます。

スタティックルートのインターフェイスをさらに追加で指

定するには、この手順を繰り返してください。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了します。switch(config)# exitステップ 4   

（任意）

FabricPath設定内のスタティックルートを表示します。
switch# show fabricpath
static route

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、デフォルトトポロジに関するユニキャストスタティックルートを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath route switch-id 25 ethernet 1/2

この例は、特定のトポロジに関するユニキャストスタティックルートを設定する方法を示してい

ます。

switch# configure terminal
switch(config)# fabricpath topology 2
switch(config-fp-topology)# fabricpath route switch-id 221 ethernet 1/2
switch(config-fp-topology)# fabricpath route switch-id 221 port-channel 1

この例は、ユニキャストスタティックルートを削除する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no fabricpath route switch-id 221

FabricPath 設定の確認
FabricPathスイッチング情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

FabricPathがイネーブルかどうかを表示します。show feature-set
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目的コマンド

ユニキャストルートを表示します。show {l2 | fabricpath} route [switchidswitch-id]
[detail] [hex]

マルチキャストルートを表示します。show {l2 | fabricpath}mroute {[vdc_omf] |
vlanvlan-id {{omf | flood | [source {srcaddr |
v6srcaddr}] [group {groupaddr | v6grpaddr}]}
[resolved] [ftagftag-id] [hex]

すべての FabricPathトポロジに関する情報を表
示します。

show fabricpath topology [detail]

FabricPathトポロジのすべてのインターフェイ
スに関する情報を表示します。

show fabricpath topology interface

FabricPathトポロジのすべての VLANに関する
情報を表示します。

show fabricpath topology vlan [active]

FabricPathトポロジのすべての FTagに関する情
報を表示します。

show fabricpath topology ftag [active] [multicast]
[unicast]

FabricPathの実行コンフィギュレーションを表
示します。

show running-config fabricpath

FabricPathユニキャストロードバランシング情
報を表示します。

show fabricpath load-balance unicast
forwarding-path
ftagftag-idswitchidswitch-idflow-type {l2
{{dst-macdst-mac | source-macsrc-mac}
ether-typeether-type}} | {l3 {dst-ipdst-ip |
src-ipsrc-ip | dst-ipv6dst-ipv6 | srcipv6src-ipv6}} |
{l4 {l4-src-portl4-src-port | l4-dst-portl4-dst-port |
dst-ipdst-ip | src-ipsrc-ip | dst-ipv6dst-ipv6 |
srcipv6src-ipv6}}} {vlanvlan-id} {modulemod-no}

FabricPathマルチキャストロードバランシング
情報を表示します。

show fabricpath load-balance multicast
ftag-selected flow-type {l2 {{dst-macdst-mac |
source-macsrc-mac} ether-typeether-type}} | {l3
{dst-ipdst-ip | src-ipsrc-ip | dst-ipv6dst-ipv6 |
srcipv6src-ipv6}} | {l4 {l4-src-portl4-src-port |
l4-dst-portl4-dst-port | dst-ipdst-ip | src-ipsrc-ip |
dst-ipv6dst-ipv6 | srcipv6src-ipv6}}} {vlanvlan-id}
{modulemod-no}

すべての FPおよび CE VLANに関する情報を
表示します。

show vlan

FabricPath設定内のスタティックルートを表示
します。

show fabricpath static route
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次に、show fabricpath unicast load-balanceコマンドのサンプル出力を示します。

switch# show fabricpath load-balance unicast forwarding-path ftag 1 switchid 2231 flow-type
l3 src-ip 1.1.1.1 dst-ip 1.1.1.2 module 4
128b Hash Key generated : 00001010102010101010000000000000
This flow selects interface Po100

次に、show fabricpath multicast load-balanceコマンドのサンプル出力を示します。

switch(config)# show fabricpath load-balance multicast ftag-selected flow-type l3 src-ip
1.1.1.1 dst-ip 1.1.1.2 vlan 2 module 4
128b Hash Key generated : 00 00 10 10 10 20 00 00 00 00 02 00 00 00 00 00
0x3

FTAG SELECTED IS : 1

FabricPath 転送の設定例
デフォルトのトポロジで基本的な FabricPathネットワークを設定するには、FabricPathインター
フェイスを設定した後で、デバイスごとに次の作業を実行する必要があります。

•各デバイスで FabricPathフィーチャセットをイネーブルにします。

• FabricPathインターフェイスを設定します。（FabricPathインターフェイスの設定について
は、「FabricPathインターフェイスの設定」を参照してください。）

• FP VLANを設定します。デフォルトは CE VLANです。

• showrunning-config fabricpathコマンドを入力して、FabricPath設定が適切であることを確認
します。

デフォルトの FabricPathトポロジを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1：FabricPathフィーチャセットをイネーブルにします。

switch# configure terminal
switch(config)# feature-set fabricpath
switch(config)#

FabricPathフィーチャセットのインストールとイネーブル化の詳細については、「Configuring
Feature-Set for FabricPath」を参照してください。

（注）

ステップ 2：FabricPathトポロジ内で必要な VLANの VLANモードを FPに設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan 11-20
switch(config-vlan)# mode fabricpath
switch(config-vlan)# exit
switch(config)

ステップ 3：設定を表示して、間違いがないことを確認します。

switch(config)# show running-config fabricpath
switch(config)#
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ステップ 4：設定を保存します。

switch(config)# save running-config startup-config
switch(config)#

FabricPath 転送設定の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 3：FabricPath 転送の機能履歴

機能情報リリース機能名

ユニキャストスタティックルートが導

入されました。

6.2(2)ユニキャストスタティッ

クルート

F2モジュールをサポートするロードバ
ランシングが導入されました。

6.0(1)ポートチャネルを使った

ロードバランシング

この機能が導入されました。5.2(1)追加の FabricPathトポロジ

これらの機能が導入されました。5.1(1)FabricPath
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